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非侵襲（ヒトにやさしい）生体
計測技術の開発
KEYWORDS　バイオセンサ、生体計測工学、MEMS、マイクロ流体デバイス、ヘルスケア

電気電子工学·生体計測·バイオデバイスを基盤とした先端的センシング·デバイスの基礎·応用研究
において、ヘルスケア分野への応用を目指した先端エレクトロニクスの研究を推進している。生体由来
の成分計測による、ヘルスケアデバイスの創生やHuman friendly device の研究に取り組んでいる。

工学部 電気電子工学科

准教授  荒川貴博

主な学会発表
論文・著書・社会活動

■ ヘルスケア·診断を目指した生体計測用デバイス·ウエアラブルセンサなどの研究開発
■ センサ·バイオセンサの作製のための微細加工技術の提案および開発支援
■ 生体計測用デバイス開発のための加工技術、生体適合性材料の提案·開発支援

医療IoTを指向したセンシングデバイス技術

マイクロ流体システムとモバイル計測システム

半導体微細加工(MEMS) 技術を用いて、
口腔内の唾液に含まれる化学成分計測の
ための、マウスガード型バイオセンサを開
発している(左図)。
口腔内には口腔環境を維持するための
唾液が存在し、その唾液中には糖尿病や
生活習慣病などの疾患と関係のある様 な々
成分が含まれている。例えば、グルコース、
尿酸、乳酸などの化学成分が存在して
いる。これらの口腔内に存在する化学成分
に関する新しい計測 · 診断手法として、
生体の口腔内の化学情報のリアルタイム
計測を目指し、研究を展開している。
その他、ヒトの体液成分や皮膚などに
お いて、生体情報 のヒトにやさしい
(Human friendly)モニタリングを実現す
るためのウエアラブルデバイスの開発も
進めている。

マイクロ流体デバイスとバイオセンサと
融合した新しいバイオセンシングシステム
の構築を目指している。センサをマイクロ
流体デバイス上に作製することにより、
極微量(ピコmol/L以下)の成分や長時間
モニタリングの実現を目指している。
さらに、ポリジメチルシロキサン(PDMS)製
や紙製のマイクロ流体デバイスとスマート
フォンを活用したモバイルイメージング
システムを構築し、IoT 技術を活用した
新しい計測システムの構築を推進している。
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MEMS技術を基盤としたマイクロ流体デバイスの開発

唾液中グルコース計測用のマウスガード型バイオセンサ

創傷部位モニタリングを目指したウエアラブルセンサ

モバイルイメージングシステム・微小流路での細胞培養


